
問題2．才を乃次元ベクトル空間Ⅴ上のエルミート双1次形式とし，鴨を，才に関して

Vのすべての元と直交するようなVの元全体の集合とする．鴨はVの部分空間で

あることを示せ・また，鴨の次元はJの退化次数に等しいことを示せ・（この鴨は

エルミート双1次形式Jの核とよばれる・Jが正則であることは，その核が（0）で

あることにはかならない．）

（解答）　　　任意のγ′∈Vに対し，／（朽0）＝0となるので，0∈協
であり，

祝，γ∈％ならば，任意のγ′∈Vに対し，拍′，可＝／（U′，可＝0より，

J（γ′，祝＋可＝J（γ′，可＋J（γ′，可＝0となるので，祝＋V∈鴨

であり，

祝∈鴨ならば，任意のγ′∈Vに対し，拍′，可＝0より，

任意の実数Cに対して，拍′，α）＝CJ（畑可＝0となるので，Cu∈鴨

である．よって，杭はVの部分空間である．

Vの直交基底をβ＝（叫，…，‰）とする・任意のγ′∈Vは，

γ′＝α岬1＋α紳2＋…＋α九℃の（αiは実数）

の形に一意に表される．同様に，任意のU∈鴨は，

γ＝∬1叫＋ご2γ2＋…＋正犯γれ（判は実数）

の形に一意に表される．このとき，

J（γ′，可＝α1ごlJ（Vl，Vl）＋…＋α九〇nJ（Vn，‰）

＋（α1∬2＋α2£1）拍1，γ2）＋…＋（αれ＿1諾几＋α几〇m＿1）／（γれ＿1，％）

＝α1エlJ（叫，Vl）＋…＋αれ〇九才（un，ひれ）

となる・任意のγ′∈Vに対し，／（朽可＝0が成り立つための条件は，

J（机，叫）≠0＝⇒ごi＝0

である・よって，鴨の次元はJ（明，明）＝0を満たす盲の個数，すなわちJの退

化次数に等しいことが示せた．

ポイント：打はVの部分空間であるための条件は，以下の3つが成り立つことである．

（i）0∈打

（並）祝，U∈Uならば，祝＋γ∈打

匝）任意の実数Cに対して，m∈U

Vの直交基底をβ＝（机，…，‰）とするとき，

哀≠jのとき，拍わり）＝0

％の基底は，hl拍i，叫）＝01


